
 
 

鉄道友の会 選定 
2023 年 島秀雄記念優秀著作賞決定 

 

 

 

 鉄道友の会(会長・佐伯洋、会員約 3,000名)は、島 秀雄記念優秀著作賞選考

委員会（選考委員長・小野田滋）による選考のもと、2023 年島秀雄記念優秀著

作賞として、上記の単行本部門 3 件、定期刊行物部門 1 件、特別部門 2 件の合

計 6件を選定することに決定いたしました。 

賞の趣旨、選定対象の解説、選定理由などについては、別紙をご覧ください。 

 

 

島秀雄記念優秀著作賞とは 

島秀雄記念優秀著作賞は、毎年 1 回、鉄道分野に関する優れた著作物または

著作物に関わる功績を選定し、鉄道および鉄道文化の発展に寄与することを目

的として、2008 年に設置された賞です（今回が第 16 回目となります）。 

賞の名称は、鉄道友の会初代会長であり、国鉄の技術者として東海道新幹線

の実現に貢献した島秀雄（1901～1998）に由来するもので、その功績を永久に

記念するとともに後進にとっての励みとするため、その名前を冠しています。 

 

 

  

■単行本部門（３件） 

・坂中真之『小坂森林鉄道』（上・下）ブイツーソリューション（2019・2020） 

・稲葉克彦『京成／新京成 100・126形』（上・下）ネコ・パブリッシング（2022） 

・中田安治『写真集 叡山電車 100年のあゆみ』成山堂書店（2022） 

 

■定期刊行物部門（１件） 

・阿部貴幸「遊泉寺銅山専用鉄道とその車輌に関して」『鉄道史料』173号、鉄道史

資料保存会（2022.7） 

 

■特別部門（２件） 

・京都市文化財保護課『こんにちは京都市電―「京都市電関係資料」をひもとく』

（京都市文化財ブックス第 35集）（2022）の刊行および関連企画 

・鉄道博物館『鉄道の作った日本の旅 150年』（2022）の刊行および関連企画 



2023 年 島秀雄記念優秀著作賞選定対象の解説・選定理由 
 

 

■単行本部門（３件） 

・坂中真之『小坂森林鉄道』（上・下）ブイツーソリューション（2019・2020） 

本書は名古屋営林局の小坂(おさか)森林鉄道を徹底的に調査しまとめた成果です。著者

は実物の森林鉄道車両の保存活動もおこなっている小坂森林鉄道研究会の理事で、地元で

発見されたという貴重な現役時代の数多くの写真と共に、関連する資料も徹底的に調査を

しており、記録性と資料性がとても高い内容となっています。また、著者が作製した図面

による技術的な事柄についての解説もわかりやすいものです。さらに、小坂森林鉄道に留

まらず森林鉄道全体のシステム的な基礎知識もわかり易くまとめられているため、かつて

全国各地にあった木材を運ぶ専用の鉄道について知る上でとても良い参考書となっている

点も特筆されます。これらのことから、本賞にふさわしい作品として選定いたしました。

なお下巻については 2022 年に改訂版が刊行されています。 

 

・稲葉克彦『京成／新京成 100・126形』（上・下）ネコ・パブリッシング（2022） 

書名となった車両は1927年に京成に誕生した鋼製電車です。戦後は新京成に転じてその

輸送急増期の主力車両となり、更新工事などを経て1987年までの長い間活躍しました。本

書はその生涯について紹介しているものです。研究手法は車両史研究の基本を押さえ、鉄

道会社の図面や台帳に自己の調査記録を加え、またベテランファンや自己の撮影写真を記

事に合わせてうまくとりいれ、車両や編成の変化を細部まで追求し解説しています。少年

時代に親しんだ車両を後年体系的に研究していくという、鉄道研究の原点ともいうべき作

品であり、また多くの研究者・趣味者の参考となる良書です。以上のことから、本賞にふ

さわしい作品として選定しました。 

 

・中田安治『写真集 叡山電車 100年のあゆみ』成山堂書店（2022） 

現在の叡山電鉄は、1925 年の京都電燈による叡山電気鉄道平坦線（現在の叡山本線）と

鋼索線（現在の京福電気鉄道鋼索線－通称・叡山ケーブル－）の開業にさかのぼりますが、

本書はその百年目を迎えるにあたって、これまでの歴史を振り返った写真集としてまとめ

られました。著者は沿線に在住する鉄道愛好家として、幼少期からその姿を見守り続けて

きましたが、本書では時代による沿線の変化や四季の情景が紹介され、筆者の多年にわた

る蓄積が集約されています。叡山電車の魅力を広く一般向けに紹介した好著として、また、

著者の長年の積み重ねが集大成された著作であることを高く評価し、本賞にふさわしい作

品として選定しました。 

 

■定期刊行物部門（１件） 

・阿部貴幸「遊泉寺銅山専用鉄道とその車輌に関して」『鉄道史料』鉄道史資料保存会 

No.173(2022.7) 

 遊泉寺銅山専用鉄道は、明治末期に開業し、現在の北陸本線小松駅と遊泉寺銅山を結ん

で鉱石輸送を担っていた鉄道です。大正中期に廃止となり、その線路跡は白山電気鉄道

（後の北陸鉄道小松線）の建設にあたって利用されたことが知られています。そこで使用

された車両については、これまで詳細が不明とされてきましたが、本記事では、筆者が入



手した古い数枚の絵葉書をはじめとして長年の研究成果である多くの貴重な資料を駆使し

て機関車を中心にその来歴を解明し、埋もれた歴史の発掘に成功しています。こうした資

料の発掘・分析の手法、得られた成果は、趣味的な観点からの地方鉄道史・車両史研究の

模範と評価できることから、本賞にふさわしい作品として選定しました。 

  

■特別部門（２件） 

・京都市文化財保護課『こんにちは京都市電―「京都市電関係資料」をひもとく』（京都

市文化財ブックス第 35集）(2022)の刊行および関連企画 

 2021 年 3 月に京都市電関係資料 877 点が京都市指定文化財となりました。本書はその目

録であると同時に、文化財指定を記念して開催された京都市歴史資料館の特別展および、

さまざまな観点から関係者が意義や背景を整理した記念シンポジウム等の記録としての性

質を持つものです。1884 年度から 1980 年度まで、およそ 100 年にわたる土木、電気、車

両・運輸に大別された資料群は後世に受け継がれるべき貴重な記録です。鉄道事業廃止後

の資料の保存が課題となる中、廃止後 45年を経て市の文化財として指定したこと、ならび

に膨大な資料を整理して目録化したことに対し、今後の資料保存の模範となることから、

本賞特別賞にふさわしい業績として選定しました。 

 

・鉄道博物館『鉄道の作った日本の旅 150年』（2022）の刊行および関連企画 

本書は 2022 年の「鉄道 150 年」を記念し、鉄道博物館で開催された同名の企画展の図

録で、交通博物館時代からの収集資料を年代とテーマに分けて収録し、日本における鉄道

と、鉄道を利用した旅の変遷について多様な項目を俯瞰的かつコンパクトにまとめている

など、資料性も高いものとなっています。特に、1945(昭和 20)年８月 15 日終戦時の東北

本線の整理ダイヤなど、これまで公開されたことがなかった貴重な資料も多く含まれてい

ます。また、車両技術や路線史、経営史ではなく「旅」という切り口であることは、鉄道

趣味者だけでなく広い範囲の読者へ届く構成・内容となっており、企画展とともに本賞特

別賞にふさわしい業績として選定しました。 

 

 

 



島秀雄記念優秀著作賞の詳細 
 

島秀雄記念優秀著作賞の部門は、以下の通りです。 

1）単行本部門 ······ 書籍の中から優秀な作品を選定します 

2）定期刊行物部門……定期刊行物に掲載された著作物の中から優秀な作品を選定します。 

3）特別部門 ······ 単行本や定期刊行物以外の著作物で選考委員会が特に認めるもの、

または著作物の企画、複製、展示、頒布、その他著作物に関わる

功績を選定します。 

授賞対象作品の候補は、過去３年間(今年は 2020 年 1 月 1 日から 2022 年 12 月 31 日ま

で)に発行された著作物(日付は、単行本、定期刊行物とも当該著作物に記載された年月日

を基準)を対象としました。なお、著作者は、鉄道友の会会員に限りません。 

選考にあたっては、鉄道友の会に島秀雄記念優秀著作賞選考委員会を組織しています。

本年度の委員会は、鉄道関係の著作物に精通した鉄道友の会会員 10名(委員長・小野田滋)

で構成しました。2023 年 1 月より 4 月 30 日まで候補作品の推薦を受け付け、単行本部門

23作品、定期刊行物部門 13作品の中が選考対象となりました。 

これらのなかから単行本部門と定期刊行物部門について授賞対象を選出するとともに、

両部門の選考対象作品のなかから特別部門にふさわしい業績を選出しました。 

 

添付資料一覧（併せてご覧ください） 

 ・鉄道友の会のご紹介 

 ・過去 3 年の選定作品・対象一覧 

本件につきましてのお問い合わせは、下記宛にお願いいたします。 

〒102-0074 東京都千代田区九段南 4丁目 5番 12号 ABEビル 9階 

鉄 道 友 の 会（本部事務局） 担当：鹿山、高嶋 

Tel.＆Fax. 03-5215-0305    URL  https://www.jrc.gr.jp/ 



＜添付資料＞ 
過去３年の受賞作品 
 第 13回（2020年）選定  
■単行本部門（３件） 

・清水武、田中義人「名古屋鉄道車両史」アルファベータブックス（2019） 

・青田孝「鉄道を支える匠の技」交通新聞社（2019） 

・在羽テヌヒト（田嶋玲）「黎明期の貨車移動機」交現社在羽製作所（2019） 

■定期刊行物部門（１件） 

・高田圭「JR奈良線の歴史を探る」（エリエイ『レイル』No.109掲載） 

■特別部門（２件） 

・「ニチユ機関車図鑑」（イカロス出版）ほか一連の著作に対して（岡本憲之） 

・「むかし、秋保まで鉄道が走ってた。」ほか一連の企画に対して（東北福祉大学・鉄道

交流ステーション） 

第 14回（2021年）選定  
■単行本部門（２件） 

・藤原義弘『三池炭鉱専用鉄道の略歴と機関車』みらい広告出版（2020） 

・西脇 恵、泉 竜太郎『よみがえる記憶・北陸の鉄路』中日新聞社（2020） 

■定期刊行物部門 （１件） 

・小野田 滋、加藤幸弘、遠藤晃一、大菅 直「京都市交通局２号電車について」

（エリエイ『レイル』No.116 掲載） 

■特別部門 （２件） 

・佐藤良介『京急 230 形』（ネコ・パブリッシング）ほか一連の著作に対して 

・椎橋俊之『鉄の馬と兵ども』（イカロス出版）ほか一連の著作に対して 

第 15回（2022年）選定  
■単行本部門（３件） 

・関田克孝『帝都電鉄』、ネコ・パブリッシング（2019） 

・青森恒憲（著）・モデルワーゲン（編）『立山砂防軌道』こー企画（2021） 

・今井啓輔『北海道の殖民軌道』レイルロード（2021） 

■定期刊行物部門（３件） 

・服部朗宏「私鉄のキハ 17 系概観」『鉄道ピクトリアル』電気車研究会、No.980～

No.981（2020.12～2021.1） 

・市原純編「証言・DD51 成田空港ジェット燃料輸送」『J-train』イカロス出版、 

No.81（2021.4） 

・早川淳一「”トレインスポッター”の眼で記録した北海道の鉄道 1981～2021」 

『鉄道ピクトリアル』電気車研究会、No.988（2021.8） 

■特別部門（１件） 

・『ホジ 6014 号蒸気動車のすべて』リニア・鉄道館（2021）の出版および 

関連する企画に対して 

以上 


